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臼
井
と
神
郡
を
つ
な
ぐ
県
道

　

現
在
の
道
は
、大
正
頃
に
作
ら
れ
た
。か
つ

て
の
道
は
、信
号
か
ら
約
二
〇
ｍ
東
に
橋
が
か

か
り
、   

の
板
碑
の
辺
り
に
抜
け
て
い
た
。か
つ

て
橋
が
あ
っ
た
場
所
に
は
、臼
井
側
に
文
禄
二

年（
一
五
九
三
年
）の
日
待
碑
が
、神
郡
側
に
は

二
十
三
夜
石
橋
供
養
塔
が
立
つ
。

馬
頭
観
世
音
の
板
碑

　

文
政
六
年（
一八
二
四
年
）建
立
。馬
頭
観
世

音
は
、馬
の
守
護
仏
、家
畜
類
を
救
う
観
音
と

も
さ
れ
る
。馬
頭
尊
と
も
呼
ば
れ
、江
戸
時
代

か
ら
農
耕
馬
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
に
碑
が

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

神
郡
条
里
と
古
墳

　

奈
良
時
代
の
条
里
制
の
水
田
跡
や
古
墳
が

多
く
あ
っ
た
が
、戦
後
の
水
田
の
基
盤
整
備
に

よ
り
、古
墳
は
数
基
残
す
だ
け
と
な
っ
た
。金

堀
塚
は
、前
方
後
円
墳
で
石
室
も
見
え
る
。

そ
ば
の
堤
防
状
の
土
盛
り
は
十
三
塚
と
よ
ば

れ
、溜
め
池
の
土
手
と
も
、古
道
の一
部
と
も
伝

わ
る
。

臼
井
児
童
館

　

石
田
寺
の
跡
地
の
一
角
。多
く
の
石
碑
や
石

仏
が
見
ら
れ
る
。文
禄
五
年（
一
五
九
六
年
）の

日
待
碑
は
貴
重
。

六
丁
目
の
石
鳥
居

　
「
六
本
松
の一の
鳥
居
」と
も
呼
ば
れ
る
。鳥

居
よ
り
上
は
、石
段
の
道
が
続
い
て
い
た
が
、

昭
和
四
十
年
代
に
道
路
に
舗
装
さ
れ
る
。近

く
に
は
千
手
沢
か
ら
の
用
水
が
流
れ
、

松
尾
芭
蕉
の
弟
子
で
あ
っ
た
服
部
嵐
雪
の

句
碑
「
雪
は
申
さ
ず
先
ず
紫
の
筑
波
山
」や
、

明
治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
東
京
の
護
国
寺
に

移
さ
れ
た
仁
王
像
の
ホ
ゾ
が
残
る
台
座
が
あ

る
。

黒
門
跡

　

道
の
両
側
に
門
の
礎
石
が
残
る
。こ
れ
よ

り
、か
つ
て
門
前
町
と
し
て
賑
わ
っ
た
六
丁
目

に
入
り
、神
社
下
の
一
丁
目
へ
と
続
く
。屋
敷

地
や
水
路
の
石
垣
は
、見
事
な
乱
石
積
で
あ

る
。沢
水
を
集
め
る
自
然
流
下
型
の
水
道
が

昭
和
初
期
に
作
ら
れ
た
。

萩
の
井

　

石
田
家
の
庭
に
あ
る
。
江

戸
時
代
は
「
萩
屋
」と
い
う

旅
籠（
は
た
ご
）が
あ
っ
た
。

筑
波
六
井
の一つ
。

四
丁
目
の
三
叉
路

　

坂
下
よ
り
、右
手
側
が
本
通
り
、左
手
側

が
西
山
通
り
と
な
る
。

二
丁
目
の
石
段

　

舗
装
道
に
な
る
前

の
石
段
が
今
も
残

る
。
近
く
に
は
、か
つ

て
旅
籠
だ
っ
た
大
越

邸
（
イ
ベ
ン
ト
時
に

公
開
）が
あ
る
。
家

屋
の
中
央
に
土
間
が

あ
り
、裏
の
沢
へ
抜
け
ら
れ

る
独
特
の
間
取
り
に
な
っ
て

い
る
。

旧
筑
波
山
郵
便
局

　

昭
和
十
四
年（
一
九
三
九

年
）に
造
ら
れ
た
洋
風
の
建

物
。 

入
口
や
鬼
瓦
に
「
〒
」
印
が
あ
る
。 

平

成
二
十
年
に
改
装
が
行
わ
れ
、イ
ベ
ン
ト
時
に

公
開
、裏
手
に
は
バ
イ
オ
ト
イ
レ
も
設
置
さ

れ
た
。

対
宝
館（
た
い
ほ
う
か
ん
）

　

江
戸
時
代
か
ら
残
る
旅
館
。つ
く
ば
市
小

田
の「
宝
篋
山
と
相
い
対
す
る
」が
名
前
の
由

来
。幕
末
の
水
戸
天
狗
党
の
幹
部
ら
が
宿
泊

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

椿
の
井

　

鍵
家
の
前
の
井
戸
。筑
波
六
井
の一つ
。

清
水（
し
み
ず
）

　

大
樹
の
根
元
か
ら
水

が
湧
き
だ
し
、別
名
、

雲
の
井
と
も
言
う
。筑

波
六
井
の
一つ
。横
の
坂

を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
清

水
稲
荷
が
あ
る
。

旧
筑
波
第
一
小
学
校

　

現
在
、通
信
制
高
校
の
校
舎
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。江
戸
時
代
に
は
、時
宗
来
迎
寺
が

あ
っ
た
。

中
禅
寺
本
坊
知
足
院
跡

　

今
は
石
垣
の
み
が
残
る
。石
段
を
登
る
と
、

水
戸
天
狗
党
の
総
裁
で
あ
っ
た
藤
田
小
四
郎
の

像
が
あ
る
。奥
に
は
、明
治
四
十
二
年（
一
九
〇

九
年
）の
建
築
で
、筑
波
山
に
高
層
気
象
観
測

所
を
設
置
し
た
皇
族
の
山
階
宮
の
た
め
に
造

ら
れ
た
舘
が
、現
在
は「
つ
く
ば
科
学
万
博
記

念
館
」と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

筑
波
山
大
御
堂（
お
お
み
ど
う
）

　

昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
年
）に
復
興
。

か
つ
て
、中
禅
寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
千
手
観
音

を
安
置
し
て
い
る
。坂
東
三
十
三
観
音
霊
場

二
十
五
番
札
所
。近
く
に
ス
ダ
ジ
イ
の
大
樹
が

あ
る
。

御
神
橋（
ご
し
ん
き
ょ
う
）

　

寛
永
十
年（
一
六
三
三
年
）の
造
立
。 

春（
四

月
一
日
）と
秋（
十
一
月
一
日
）の
御
座
替
祭
の
時

に
、参
拝
客
の
通
行
が
許
さ
れ
る
。 

県
指
定

文
化
財
。

随
神
門（
ず
い
し
ん
も
ん
）

　

江
戸
時
代
は
仁
王
門
。二
度
の
火
事
に
あ

い
、現
在
の
門
は
文
化
八
年（
一八一一
年
）の
建

立
。県
内
で
最
大
規
模
の
八
脚
楼
門
。市
指

定
文
化
財
。近
く
に「
大
杉
」と
呼
ば
れ
る
ス

ギ
の
大
樹
が
あ
る
。

光
誉
上
人
墓
五
輪
塔

　

寛
永
二
年（
一
六
二
五
年
）の
造
立
。中
禅
寺

中
興
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、廃
仏
毀
釈
に
お
い

て
も
守
ら
れ
、今
の
地
に
安
置
さ
れ
る
。

日
枝
神
社
・
春
日
神
社
と

　
　
　
　
両
社
拝
殿
、厳
島
神
社

　

寛
永
十
年（
一
六
三
三
年
）の
造
立
。各
社
の

蟇
股
に
そ
れ
ぞ
れ
、神
の
使
い
で
あ
る
猿
、鹿
、

蛇
が
彫
ら
れ
、中
で
も
日
枝
神
社
の「
見
猿
、

言
わ
猿
、聞
か
猿
」の
三
猿
は
見
も
の
。い
ず
れ

も
県
指
定
文
化
財
。

杉
の
井

　

ホ
テ
ル
江
戸
屋
の
敷
地
内
に
あ
る
取
水
口

か
ら
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。筑
波
六
井
の一つ
。

つ
く
ば
道

つ
く
ば
道

東　

山

筑
波
山
神
社

筑
波
山
神
社

筑
波
山
大
御
堂

筑
波
山
大
御
堂

筑
波
山
神
社

白
雲
橋

　

筑
波
山
神
社
の
東
を
流
れ
る
千
手
沢
に
か

か
る
橋
。か
つ
て「
白
雲
の
滝
」と「
古
通
寺
」

と
い
う
虚
無
僧
寺
が
あ
っ
た
が
、昭
和
初
期
の

山
津
波
で
流
さ
れ
た
。
古
通
寺
に
は
、南
北

朝
の
戦
い
に
敗
れ
虚
無
僧
と
な
っ
た
楠
正
成
の

孫
、正
勝
が
住
職
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ

り
、近
く
に
立
つ
石
造
六
角
宝
幢
が
そ
の
墓
塔

と
い
う
。

香
の
井（
こ
う
の
い
）

　

塚
本
家
の
敷
地
内
に
あ
る
。筑
波
六
井
の

一つ
。

筑波ふれあいの里
からの道

つくばスカイライン

御
座
替
祭（
お
ざ
か
わ
り
さ
い
）　
筑
波
山
神
社
の
春
と
秋
の
神
事
と
し
て
有
名
。筑
波
山
の
男
女
の
神
が
和
合
し
て
宿
し
た
生
命
を
里
に
迎
え
る
神
事
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

筑波山名物 ガマの油　光誉上人が従軍した大阪夏の陣・冬の陣で傷ついた人を「ガマの油」で治したという話がある。

ひ
が
し
や
ま

福来（ふくれ）みかん
みかん栽培北限といわれる筑
波山の在来種。実は小さく、皮を
乾燥させ粉にして七味唐辛子に
混ぜて使われている。

↑

至 北条

←至
筑波山口

至 風返峠→

田井ミュージアム →
至 蚕影神社
→
至 蚕影神社

至 六所→ 

↑
至 

筑
波
ふ
れ
あ
い
の
里

←至 大貫交差点

←至 筑波山口

通
り

筑波梅林

有料

有料

有料

有料

市営
筑波駐車場
（7台）

有料
（2、3月のみ）

至 燧ヶ池

駐車場
信号
トイレ

直行筑波山シャトルバス バス停

つくば市観光協力の家
トイレお借りできます

筑波山観光案内所
029-866-1616
8：30～17：15

筑波山おもてなし館
つくば市が平成27年にオープン。
カフェと隣接の「フォレスト
アドベンチャーつくば」の受付。
8：30～17：15　年中無休

電話 江
戸
城
の
鬼
門（
北
東
）に
あ
た
る
筑
波
山
を
、徳
川
家
康
は「
鬼

門
の
守
り
」と
し
て
崇
め
、中
腹
に
あ
っ
た
中
禅
寺（
現
在
の
筑
波

山
神
社
）を
祈
願
所
に
定
め
た
。寛
永
三
年（
一
六
二
六
年
）、三
代
将
軍
家
光
の
時
、堂

社
を
一
新
す
る
工
事
が
始
ま
り
、北
条
か
ら
神
郡
を
抜
け
て
筑
波
に
至
る
資
材
運
搬
路

が
作
ら
れ
た
。こ
れ
が
後
に「
つ
く
ば
道
」と
呼
ば
れ
、参
詣
道
と
な
っ
た
。

風
返
峠
を
経
て
か
つ
て
国
府
が
あ
っ
た
石
岡
に
ぬ
け
る
府
中
道
沿
い
に

は
、本
通
り
と
同
じ
く
、旅
籠
が
並
ん
で
い
た
。

平
安
初
期
に
、法
相
宗
の
僧
、徳
一に
よ
っ
て
開
か
れ
た
寺
が
、後

に
中
禅
寺
と
な
る
。中
禅
寺
は
、戦
国
末
期
に
焼
失
し
た
が
、家

康
に
仕
え
た
光
誉
上
人
が
復
興
に
力
を
注
い
だ
。そ
の
後
、家
光
に
よ
る
再
興
を
機
に
、

門
前
町
が
形
成
さ
れ
、参
拝
客
で
賑
わ
っ
た
。明
治
に
入
り
、廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
、寺
院

や
仏
像
が
壊
さ
れ
、残
っ
た
建
造
物
も
仏
教
色
が
払
拭
さ
れ
た
。明
治
八
年（
一八
七
五

年
）、中
禅
寺
大
御
堂
の
跡
地
に
、筑
波
山
を
御
神
体
と
す
る
筑
波
山
神
社
の
拝
殿
が

完
成
し
、昭
和
三
年（
一
九
二
八
年
）の
改
修
を
経
て
、現
在
に
至
る
。拝
殿
に
向
っ
て
右
手

に
あ
る
マ
ル
バク
ス
は
、葉
が
丸
い
ク
ス
ノ
キ
の
変
種
で
珍
し
く
、市
指
定
天
然
記
念
物
。
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随神門
筑波山神社境内

御神橋

大越邸


